
法
然
に
お
け
る
善
人
往
生

と
悪
人
往
生
に

つ
い
て

(
亀

山
)

法
然
に
お
け
る
善
人
往
生
と

悪
人
往
生
に
つ
い
て

亀

山

正

廣

今

日
、

法
然
に
お
け
る
善
人

・
悪

人
往
生
の
問
題

が
種

々
に
論
議
さ
れ
て
い

る
。
そ

の
代
表
的
な

一
説

は
家
永
三
郎
氏

の
法
然
は
善
人
を
正
機

と
し
悪
人
を

傍
機
に
し

て
い
た
と

い
う
、

い
わ
ゆ
る
善
正
悪
傍

の
往
生

で
あ
る
。

が
、

こ
の

説

に
対

し
て
梶
村
昇
氏
は
反
論
を
出

さ
れ
、
既

に
法
然

に
は
人
間

の
本
質
を
悪

と
み
な
す
悪

人
正
機

の
考
え
が
あ

つ
た

と
力
説
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
両
氏

の
主
張

は
法
然
遺
文
資
料
中
に
そ
う
し
た
思
考
内
容

が
見
出

さ
れ
る
か
ら
で
あ

つ
て
、

い
ず

れ
か
片
方

の
説

の
み
を
認
め

る
と
い

つ
た
わ
け

に
は
ゆ
か
な

い
。

そ
こ
で
、
法

然
思
想

の
今
日
的
研
究
方
法

と
し
て
は
、
石
井
教
導
氏
が

鼎

伽
法

然

上
人
全
集

』
序
に

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
法

然
思
想
を
た

穿
単
に
あ
る

時
期

を
も

つ
て
形
成

さ
れ
た
と
み
る

の
で
は
な
く

、
漸

次
に
形
成
さ

れ
た
と
思

想
史
的
に
把
え

て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
小
論

で
は
か

か
る
観
点
に
立
ち

こ
の
善
人

・
悪
人
往
生

の
問
題
に

つ
い
て
、
法
然

の
根
本
主

張
で
あ
る
専
修
念
仏

一
行

の
形
成
過
程
を
た
ど
る
な
か

で
論
及
し
て
み
た
い
。

法
然
が
専
修
念
仏

に
帰
入

(
四
十
三
歳
)

し

て
以
後
、
彼

の
念
仏
形
成
を
思

想
史
的
に
石
井

・
大
橋
俊
雄
両
氏

の
説

に
基
づ
き
区
分
す

る
と
、
初

期
-

『
三

部
経
大
意
』
(
四
十
三
歳
)

頃

の
思
想
を
中

心
に
、
念
仏

の
易

の
義

に

力
点

を

置
く
時
期
、
中
期
-

『
三
部
経
釈
』

(
五
十

八
歳
)
『
逆
修
説
法
』
(
六
十
二
歳
)

の
思
想
を
申

心
に
、
選
択
思
想
に
基

づ
き
念
仏

の
勝
易

の
二
義
を
明
確
化
す
る

時
期
、
後
期
-

『
選
択
集
』
(
六
十

六
歳
)

の
思
想
を
中
心
に
、
念

仏

の
勝

の

義
を

よ
り

一
層

に
具
現
化
す
る
時
期

、
と
い
う
具
合
に
な
る
。

(『
往
生
要
集
釈
』

は
成

立
時
期

に

つ
い
て
問
題
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な

い
。
)

ま
ず
、
初
期

の

『
三
部
経
大
意
』
の
思
想

で
は
、
第
十
八
念
仏
往
生

の
願

を

「
殊
勝

の
願
」

「超

世
の
願
」
と
し
て
重
視
す

る
。

が
、

こ
の
時
期

で

は
ま

だ

念
仏
を
他

の
行
法
に
比

べ
て
勝

で
あ
る
と
は
明
示

し

て

い
な

い
。
各

行

法

は

「
勝
劣
あ
る
」

こ
と
な
く
、
「
機
縁
純
熟

」
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ

に
利

益

が
あ

る

と
説
く
。
但
し
、
現
今

の
末
法
劣
機
に
は
諸
行
を
修
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る

か
ら
、
易
行
易
修

の
念
仏
が
時
機
相
応

の
行
法
と
し
て
勧
進

さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
仏
教

の
歴
史
観
に
よ
り
、

正
法

・
像
法

・
末
法
と
時
代

下
降

に
と
も
な
う

機
根

の
劣
等
悪
化
が
顧
み
ら
れ
念
仏
行
が
強
調
さ

れ

る
。
そ

こ

で
法

然

は
ま

た
、
現

今
の
末
法
時

の
も

の
を
法
滅
時

の
も

の
と
比

べ
た
時
に
は
、
「
我

等
悪
業

ふ
か
し
と
云

へ
と
も
未
造
五
逆
」
と
い
い
、
思
想
史
的

に

『
三
部
経
大
意
』

の

次
の
成
立
時
期
と
考

え
ら
れ
る

『
往
生
大
要
紗
』
に
お
い
て
も
、
「
五
逆

の
罪

人

を
あ
げ
て
な
を
往
生
の
機

に
お
さ
む
、

い
か
に
い
は
ん
や
善
人
を
や
」
と

い
う

如
く
、
自
分
達
也
未
造
五
逆

の
善
人
と
し
て
み
な
す
。

し
か
し

て
、
初
期
思
想

で
は
現
今
末
法

の
機
類
を
法
滅
時

の
も

の

(
五
逆
者
)

に
比

べ
て
善
人

と
い
う

の
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
善
正
悪
傍

の
念
仏
往
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次

に
、
中
期

の

『
三
部
経
釈
』
『
逆
修
説
法
』
の
思
想
で
は
、
「
選
択
」
と

い

う
言
葉
が
み
え

は
じ
め
、
念
仏

に
勝
易

の
二
義

が
あ
る
と
示
す
。
勝

と
は
、
弥

陀
仏

の
名
号

に
は
万
徳
を
具
す

る
か
ら
各

々
の

一
隅
を
守
る
諸

行
よ
り

も
勝
れ

て
い
る
と
す

る
。
易

と
は
、
布
施

・
起
塔

・
稽
古
讃
仰
…
…
等

を
も

つ
て
別
願

と
す

れ
ば

一
切
貧
窮

の
人

・
一
切
困
乏

の
倫
…
…
等

の
人
達
に
は
不
可
能

で
あ

る
か

ら
、

一
切
衆
生

に
可
能
な
念

仏
行
が
選
ば
れ
た
と
す
る
。
易

の
義

は
実
践

的

な
立
場

(時
代

・
機
根
等
が
問
題
)

よ
り
行
法
を
把
え
る
も

の
で
、
突
き

つ
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め
て
い
え
ぱ
初
期
思

想
と
同
様
に
善
正
悪
傍
の
往
生

と
な
ろ
う
。
他
方
、
勝

の

義

は
易

の
義
と
は
立
場
を
異

に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

こ
の
義
は
第
十
八
願
選

択
思
想

(
善
妙
な
る
念
仏
は
選
取
、
麓
悪
な
る
諸

行

は

選

捨
)

と

あ

い
ま

っ

て
、
仏

(
法
)

の
立
場
よ
り
語
る
も

の
で
、
時
代

・
機
根
等

の
問
題
は
越
え

て

い
る
か
ら

で
あ
る
。
か
か
る
観
点
に
立

つ
時
、
念
仏

は
衆
生
に
と
り
浄
土
往
生

す
る
た
め

の
唯

一
の
行
法
に
な
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
衆

生
が
善
妙
な
る
仏
土

(浄
土
)

に
往
生
し
善
妙

な
る
身
に
な
れ
る

の
は
、
弥
陀
仏
が
本
願
行

と
し
て

誓
う
善
妙
に
し
て
万
徳

を
具
す
る
念
仏

に
よ

つ
て
の
み

と

い
わ

ね

ば
な

ら

な

い
。
が
、
逆
に

こ
の
念
仏
を
修
さ
な
い
、
も
し
く

は
非
本
願
行

と
し
て
選
捨

の

鹿
悪
な
る
諸
行
を
修

す
る
と
す
れ
ば
、
衆
生
は
到
底
善
妙

な
る
身

に
は
な
れ
な

い
鹿
悪
な

る
存
在

の
ま
ま
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
念

仏

(仏
)

の
善
に
対
す
る
衆

生
の
悪
と

い
う
関
係

が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か

し
て
、
申
期

の
思
想

で
は
易

の
義
を
通
し
て
み
る
時
代

・
機
根

観
よ

り
の
相
対
的
善
悪
関
係

と
、
勝

の
義

(
選
択
思
想
を
含

む
)

を
通
し

て
み
る
仏

と
衆
生
に
お
け
る
絶
対
的
善
悪
関
係
が
併
存
す
る
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
後
期

の

『
選
択
集
』

の
思
想
で
あ
る
が
、

こ
の
書
は
主
著
と

い
わ

れ
る
如
く
法
然
遺
文
資
料
中

で
は
論
旨
が
最
も
組
織
的
に
整
理
さ
れ

て
い
て
、

各
十
六
章
は
専
修
念
仏

一
行

の
主
張
で

一
貫
し
て

い
る
。
そ

の
な
か
、
中
心
的

意
義
を
有

す
る

の
は
中
期
思
想

で
明
か
し
た
選
択
に
基
づ
く
勝
易

の
二
義
を
示

す
第
三

「
本
願
章
」

で
あ

る
と
考
え
る
。
が
、

こ
こ
で
思
う

に
、
本
来
的

に
念

仏
が
他

の
い
か
な
る
行
法

よ
り
も
勝
と
し
て
の
究
寛
法

で
あ
る
な
ら

ば
、
当
然

そ
こ
に
易

の
義
は
内
在
す

べ
き
も

の
と
し
て
語
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。

と

い
う

の
は
、
行
法
は
衆
生

に
実
践
可
能

で
あ

つ
て
こ
そ
真

に
行
法

と
し
て
の
意

味
を
も
ち
得
る

の
で
あ
り
、

不
可
能

で
あ
れ
ば
た
と
え
行
法
が

い
か
ほ
ど
に
高

遠
な
哲
理

を
有
す
る
も

の
で
あ

つ
て
も
有
名
無
実
化
し

て
、
決

し
て
究
寛
法

と

さ
れ
る

べ
き
で
は
な

い
か
ら

で
あ
る
。

そ
れ

故

に

か
、
『
選
択
集
』

で
は
第
三

章
以
下
で
念
仏
を
明
か
す
場
合
、
そ

の
説
明
は
易

の
義

で
は
な
く
専

ら
勝

の
義

を
も

つ
て
な
し
て
い
る

(
第

五
章
、
第

六
章
、
第
七
章
、
第
十

一
章
、

第
十
二

章
、
第
十
三
章
等
)
。

と
り
わ
け
、
第
十

二

「
念
仏
付
属
章
」
で
は
念

仏
が
諸
行

に
超
勝
す
る
と

い
う
立
場

に
立

つ
て
廃

立
を
下
し
、
そ
の
後
、
両
者
の
具
体
的

な
関
係
を
展
開
さ
せ
て
、
諸
行

は
弥
陀

・
釈
尊

の
方
便
随
他
意

の
法
門

で
あ
る

が
、
念
仏
は
弥
陀

・
釈
尊

の
真
実
随
自

意
の
法
門

で
あ

る

と

い
う
。

こ

こ

に

て
、
先
述

の
選
択
思
想

・
勝

の
義

と
真
実
随
自
意

の
三

つ
は

一
連

に
結

び

つ
く

思
想

と
な
る
が
、
す
な
わ
ち
、

念
仏
は
超
歴
史
性
を
も

つ
行
法

と
し

て
、
正
法

・

像
法

・
末
法

・
法
滅

の
時
代
や
、

有
智
無
智

・
善
人
悪
人

・
持
戒
破
戒

…
…
等

の
機
根

と
い
つ
た
相
対

的
な
差

別
を
越
え
て
修
す

べ
き
行
法

に

な

る

(
『鎌

倉

二
尼

の
禅
尼

へ
進
ず
る
御
返
事
』
六
十

八
歳
、
『
正
如
房

へ
進
ず

る
御

返

事
』

七
十
三
歳

以
降
等
参
照
)
。
し
か

し
て
、

か
か
る
念
仏
を
信
じ
修
す

る

も

の
と

そ
う
で
な
い
も
の
の
境
界
に

つ
い
て
は
、
第
八

「
三
心
章
」
に
て

「
生
死

の
家

に
は
疑
を
以

つ
て
所
止

と
為

し
、
浬
梨

の
城
に
は
信
を
以

つ
て
能
入
と
為
す
」

と

い
う
如
く
、

生
死

(
鹿
悪

な
世
界
)

に
留
ま
る
か
浬
繋

(
善
妙
な
世
界
)

に

至
る
か
に
な
る
と
示
す
。
す

な
わ
ち
、
弥
陀
仏

の
前
に
お
け

る
衆
生
は
み
な
悪

な

る
存
在

で
あ
る
が
故

に
、

ま
た
弥

陀
仏
に
対
す
る
衆

生
の
信
不
信
が
同
時

に

善
悪

の
問
題
に
か
か
わ
り
あ

う
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
意
味

に
お

い
て
、
後
期

思
想

で
は
衆
生
を
仏
に
対

峙
し
て
平
等
に
救
済

さ
れ
る

べ
き
悪

な
る
存
在

と
規

定
す
る
方
向
が
強

い
。
(
『
一
枚
起
請

文
』
八
十
歳
等
参
照
)

以
上
、
法
然

の
善

人

・
悪
人
往
生

の
問
題
は
彼

の
念
仏
思
想
形
成

の
面

よ
り

み
る
と
、
単
に
相
対
的
な
時
代

・
機

根
観
よ
り

の
善
正
悪
傍

の
往
生
を
説

い
た

と

の
み
い
う

べ
き

で
は
な
く
、
漸
次
衆

生
を
絶
対
悪
と
す
る
往
生
の
方

向
に
深

ま

つ
て
い
る
と
い
え

る
。

(『
真
宗
学
』
第

五
十
四
号
収
録

の
拙
稿
論
文
参
照
)

法
然

に
お
け
る
善
人
往
生
と
悪

人
往
生
に

つ
い
て

(
亀

山
)
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